
想
が
四
賢
婦
人
へ
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
四
賢
婦
人
と
は
「
熊
本
の
猛
婦
」
と
称
さ
れ
、
近

代
日
本
に
お
け
る
女
子
教
育
や
婦
人
解
放
運
動
に
尽

力
し
、
今
日
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
礎
を
築

い
た
竹
崎
順
子
、
徳
富
久
子
、
横
井
つ
せ
子
、
矢
嶋

楫か
じ

子こ

の
熊
本
県
益
城
町
生
ま
れ
の
四
姉
妹
の
こ
と
で

す
。

　
竹
崎
順
子
は
、
明
治
に
お
け
る
女
子
教
育
の
先
駆

者
で
、
熊
本
女
学
校
（
後
の
熊
本
フ
ェ
イ
ス
学
院
）

を
創
設
。
徳
富
久
子
は
、
近
代
日
本
の
文
豪
、
徳
富

蘇
峰
、
徳
富
蘆
花
兄
弟
の
母
と
し
て
、
女
子
教
育
に

挺
身
。
横
井
つ
せ
子
は
、
前
述
の
横
井
小
楠
の
妻
と

し
て
「
夫
は
天
下
人
で
あ
る
。
妻
た
る
自
分
も
で
き

る
だ
け
学
問
を
し
て
夫
の
名
を
辱
め
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
」
と
献
身
し
ま
し
た
。
長
男
、
娘
婿
と
も
同

志
社
大
学
総
長
を
務
め
ま
し
た
。
矢
嶋
楫
子
は
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
会
頭
と
し
て
、
婦
人
参

政
権
、
廃
娼
運
動
等
に
貢
献
し
、
東
京
・
女
子
学
院

を
創
立
し
、
初
代
校
長
と
な
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
統
領
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。

　
幕
末
維
新
の
精
神
的
支
柱
、
横
井
小
楠
の
説
い
た
、

お
互
い
を
尊
重
す
る
と
い
う
寛
容
の
精
神
が
、
小
楠

の
未
亡
人
つ
せ
子
と
、
そ
の
姉
妹
を
通
し
て
、
今
日

の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
へ
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
歴
史
の
尊
さ
を
改
め
て
か
み

し
め
て
い
ま
す
。

11
月
10
日
㈰
は

阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
日
で
す

　

任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
、
11
月
３
日
㈷

に
告
示
さ
れ
、
11
月
10
日
㈰
に
投

開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立

候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会
等

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
関
係

者
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
２
日
㈬　

午
前
10
時
～

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

持
参
物　
印
鑑

※
当
日
、
立
候
補
の
届
け
出
に
必

要
な
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

日
時　
10
月
21
日
㈪
・
22
日
㈫

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

研

修
室
「
う
め
」

立
候
補
届
出
の
受
付

日
時　
11
月
３
日
㈷　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
22

－

３
７
９
１
）へ

あ
き
地
の
環
境
保
持
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

阿
南
市
で
は
「
あ
き
地
の
環
境

保
持
に
関
す
る
要
綱
」
を
定
め
て

い
ま
す
。
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
害

虫
の
発
生
や
ご
み
の
不
法
投
棄
を

招
き
、
生
活
環
境
の
悪
化
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者

の
皆
さ
ま
に
は
適
正
な
土
地
の
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
住
み
よ

い
環
境
保
持
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
き
地
の
雑
草
で
お
困
り
の
方
は

　

都
市
計
画
区
域
内
の
あ
き
地

（
遊
休
農
地
を
除
く
）
の
環
境
で

お
困
り
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

図
書
館
へ

●
「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
る
出

産
　
妊
活
バ
イ
ブ
ル
」
著
　
吉

形
玲
美
　
10
冊

吉
形
忠
之
様
・
ヒ
ロ
ヱ
様
か
ら

阿
南
市
立
図
書
館
蔵
書
充
実
の

た
め

吉
井
小
学
校
へ

●
金
一
封

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら
図

書
充
実
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
８
月
に
熊
本
に
住
む
義
父
を
見
舞
っ
た
際
「
横
井

小
楠
記
念
館
」
と
「
四
賢
婦
人
記
念
館
」
と
い
う
２

つ
の
施
設
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

　
横
井
小
楠
は
、
幕
末
に
日
本
の
進
む
道
を
示
し
た

偉
大
な
思
想
家
で
す
。
吉
田
松
陰
や
、
坂
本
龍
馬
も

教
え
を
請
い
、
勝
　
海
舟
も
高
く
評
価
を
し
て
い
ま

し
た
。
海
舟
は
小
楠
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
お
れ
は
今
ま
で
に
天
下
で
恐
ろ
し
い
も
の
を
２
人

見
た
。
そ
れ
は
、
横
井
小
楠
と
西
郷
隆
盛
と
だ
。
横

井
は
西
洋
の
こ
と
も
別
に
た
く
さ
ん
は
知
ら
ず
、
お

れ
が
教
え
て
や
っ
た
ぐ
ら
い
だ
が
、
お
れ
が
米
国
か

ら
帰
っ
た
時
に
、
小
楠
が
米
国
の
事
情
を
聞
く
か
ら

い
ろ
い
ろ
教
え
て
や
っ
た
ら
、
一
を
聞
い
て
十
を
知

る
と
い
う
ふ
う
で
、
た
ち
ま
ち
彼か

の
国く

に

（
米
国
）
の

事
情
に
精
通
し
て
し
ま
っ
た
。」（
氷
川
清
話
よ
り
）

　
小
楠
は
、
明
治
新
政
府
で
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利

通
と
と
も
に
参
与
と
な
り
、
岩
倉
具
視
の
知
恵
袋
と

し
て
大
き
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
２
年
に
保
守
、
守
旧
派
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。

小
楠
は
「
国
家
は
富
む
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
ま
た

軍
備
を
増
強
す
る
だ
け
で
も
い
け
な
い
。
地
球
上
で

一
番
大
切
な
の
は
、
お
互
い
に
そ
の
立
場
を
認
め
合

い
、
お
互
い
が
お
互
い
を
許
す
寛
容
の
心
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
説
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
思

　

平
成
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に

係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に

関
す
る
委
託
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

平
成
25
年
３
月
に
定
期
受
付
を
さ

れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
30
日

㈪
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
建
設
工
事
の
業
種

に
つ
い
て
は
、
大
臣
ま
た
は
知
事

が
実
施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受

け
る
べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
本
市
は

電
子
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
入
札
に
参
加
す
る
に
は
機
器

等
の
準
備
が
必
要
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

救
急
車
の
適
正
利
用
の

お
願
い

　

平
成
24
年
の
救
急
出
動
件
数
が

３
２
７
０
件
で
、
10
年
前
に
比
べ

１
０
１
９
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
搬
送
患
者
の
う
ち
軽

症
が
42
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
」「
ど
こ
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
は

な
く
、
緊
急
に
医
療
機
関
等
に
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、

迷
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
火
災
・
救
急
病

院
案
内
（
☎
22

－

９
９
９
９
）
ま

た
は
消
防
本
部
（
☎
22

－

１
１
２

０
）
へ

　

初
秋
の
候
、
市
民
の
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
８
月
１
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
、
阿
南
市
政
策
監
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
下
、

地
方
財
政
は
厳
し
さ
を
増
し
、
地

方
分
権
社
会
が
進
展
す
る
中
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
安
全
・
安
心
で

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
大
変
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿
南
市
政
策
監　

西
田　

修

建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）

参
加
資
格
審
査
申
請
【
追
加
申
請
】
の
受
付

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
心
配
で
す
。
な
に
か
良
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
納

期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振

替
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記

入
・
押
印（
口
座
届
出
印
）し
、金

融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落

と
し
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

翌
月
分
の
引
き
落
と
し
の
際
に
、

再
振
替
（
翌
月
分
と
一
緒
に
２

カ
月
分
を
引
き
落
と
し
）
し
ま

す
。
再
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ

　　　　　　　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）は、
津波情報や緊急地震速報、弾道ミサイル情報などの対処
に時間的余裕のない事態に関する情報を、人工衛星を用
いて国から送信し、市の防災行政無線を自動起動させ、
緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。
　緊急時における住民への迅速かつ確実な情報伝達に資
するよう、Ｊアラートの全国一斉情報伝達訓練を実施し
ます。旧阿南市全域の防災行政無線から試験放送が流れ
ますので、ご協力ください。
　なお、那賀川町と羽ノ浦町は、今年度のデジタル化工事完了後にＪアラ
ートの運用を開始しますので、今回の試験放送は流れません。また、気象
状況や災害の発生状況に応じて訓練を延期する場合があります。

日時　９月11日㈬ 11:00頃と11:30頃の２回（予備日10月９日㈬）
放送内容　「これは試験放送です」を３回繰り返し、
　　　　　「こちらは防災阿南市役所です」と放送します。
※緊急情報伝達のため、最大音量で放送しますので、ご注意ください。
問い合わせは　防災対策課（☎22－9191）へ

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の
全国一斉情報伝達訓練を実施します

9/11㈬
11：00頃
11：30頃

～
横
井
小し

ょ
う

楠な
ん

と
四し

賢け
ん

婦ふ

人じ
ん

～
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「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」全国大会 2013年
10月「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」 成功させよう !

日時　10月20日㈰　8：30～14：00
申込方法　往復はがきに氏名、住所、電話番号、希望のコー
スを記入のうえ、次のところまで送付してください。はがき
１枚につき、４人まで申込み可能です。
申込締切日　９月13日㈮　※当日消印有効
申込先　〒770－8570　徳島市万代町１丁目１番地　
徳島県教育委員会教育文化政策課　全国歴史の道会議係

●勝浦コース　
阿波遍路道／鶴林寺道・太龍寺道（勝浦町生名）
みかん畑を抜け、石畳の道をたどり、鶴林寺に向かいます。
鶴林寺から太龍寺道を下り、大井集落の手前までのコー
スです。大井集落からはバスで引き返します。
定員　100人（定員になり次第締切）
参加費　無料

●阿南コース　
阿波遍路道／かも道（加茂町）
竹林と杉林の中に丁石と石室が立ち並ぶ約 4.4㎞のコース
です。太龍寺からはロープウェイで下り、バスで引き返
します。
定員　100人（定員になり次第締切）
参加費　無料　※ロープウェイ料金1,000円は自己負担
※阿南コースは定員に達した場合、代替日を設けます。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件 数
死 者
負 傷 者

252件（1,578）
1人（    4）
42人（240）

救 急 件 数
搬送人員

324件（1,998）
312人（1,905）

火 災
件 数
損 害 額

1件（  15）
0千円

（32,191千円）
●阿南署管内平成25年７月分合計
　カッコ内は１月からの累計

「第12回全国歴史の道会議徳島県大会」
ウォーキング参加者募集

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る

広
報
を
始
め
ま
す

　

９
月
か
ら
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
２
社
の
自
主
放
送
番
組
で
広
報

を
始
め
ま
す
。

行
政
情
報
の
お
知
ら
せ

放
送　
９
月
７
日
㈯
～
１
日
５
回

問
い
合
わ
せ
は　

秘
書
広
報
課

（
☎
22

－

１
１
１
０
）
へ

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
放
送

放
送
開
始　
９
月
２
日
㈪
～

内
容　
次
の
事
象
が
生
じ
た
場
合

に
文
字
と
音
声
で
放
送
し
ま
す
。

▼
国
民
保
護
関
係
（
ゲ
リ
ラ
・
航

空
・
ミ
サ
イ
ル
・
大
規
模
テ
ロ
攻

撃
等
）
の
発
表
▼
緊
急
地
震
速
報

▼
大
津
波
・
津
波
警
報
、
津
波
注

意
報
▼
震
度
４
以
上
の
地
震
が
発

生
▼
避
難
勧
告
・
指
示
発
表
等

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

英
会
話
短
期
講
座
受
講
者
募
集

日
時　
９
月
19
日
㈭
～
11
月
21
日

㈭
の
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）　

午
後
７
時
45
分
～
８
時
45
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
10
～
15
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
１
０
０
０
円
（
前
納
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要

講
師　
マ
リ
・
ル
ー
タ
ー
さ
ん

申
込
締
切
日　
９
月
17
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
９
時
）

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」の
策
定

　

８
月
23
日
の
検
討
会
を
経
て
、

市
内
全
域
（
14
地
区
）
で
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
地
域
で
の
話
し
合

い
等
の
活
動
を
継
続
し
て
行
い
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
内
容
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
定
期
的

に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

自
転
車
の
盗
難
防
止
に
ご
協
力
を

　

駅
や
量
販
店
の
駐
車
場
な
ど
で

自
転
車
の
盗
難
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
の
盗
難
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
自
転
車

の
鍵
掛
け
の
励
行
や
自
転
車
へ
の

記
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

○第８回中・四国
　還暦軟式野球大会
　７日㈯、８日㈰

問い合わせは
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

９月の日程

ＦＭ徳島パーソナリティ
ーの近藤公美さんが、阿
南市民の横顔を紹介！ラ
ジオを聞いてリスナープ
レゼントをGETしよう！

９月のゲスト（予定）
  5日　宝田青年会　
　　    　代表　武市篤浩さん
12日　プロミュージシャン　
　　    　西　慎嗣さん
19日　赤ちゃん訪問員　
　　    　山田美知代さん
26日　山口座木偶保存会　
　　    　座長　尾﨑文祥さん

問い合わせは
商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日 16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

開催日　９月23日㈷
競技方法　ダブルペリア方式
プレーフィ（昼食付）
・メンバー　6,000円
・ビジター　9,000円
競技参加費　2,000円
※競技終了後、表彰式
および会食を行います。
申込み・問い合わせは
阿南カントリークラブ

（☎27−1814）へ

市制施行55周年記念事業

阿南市健康ゴルフコンペ
参加者募集

いきいき わくわく  小さなまちから新たなるステージ！

問い合わせは 日本女性会議〈男女共同参画〉2013あなん実行委員会事務局

   ☎24-3750・Fax 24-3751
富岡町北通9番地　男女共同参画室分室内

第30回

いよいよ来月開催 !いよいよ来月開催 !

10月11日（金）
13:30～16:00　分科会（受付 12:00～）
18:00～20:00　交流会

10月12日（土）
  9:30～10:00　開会式（受付 9:00～）
10:00～10:30　基調報告
10:40～12:00　記念講演
12:00～13:30　昼食・アトラクション
13:30～15:00　記念シンポジウム
15:00～15:30　閉会式
場所：スポーツ総合センター
　　　  （分科会は市内公共施設）

市民ボランティア募集中！
会場案内係ほか

　阿南市の元気を発信するとともに、
男女共同参画社会の実現に向けた意
義ある大会にしようと、市民・企業・
行政の協働により準備をしてきた「日
本女性会議〈男女共同参画〉2013 あな
ん」がいよいよ来月開催します。
　全国から参加の皆さまを、まちを
あげてもてなそうと、最終の準備を
しています。
　ご協力をよろしくお願いします。

徳島新聞販売店協同組合「みつわ会」の皆さんの指導で、
ボランティアスタッフが新聞エコバッグの試作をしました。
参加者の資料袋に使用します。（8月18日）

おもてなしボランティア募集 !
大会期間中、笑顔でおもてなしをいただける方を募集します。
●１日のみの参加も大歓迎です。年齢、性別は問いません。
●阿南市をあげてのおもてなしにご協力いただける方。グループでの参加も大歓迎です。
■ご協力いただける方は、事務局までご連絡ください。詳細をご案内します。
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公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き
る
区

域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
積
極
的
に

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
浄

化
槽
の
廃
止
や
、
供
用
開
始
か
ら

３
年
以
内
に
下
水
道
へ
接
続
し
た

方
に
交
付
す
る
「
普
及
促
進
助
成

金
制
度
」
を
拡
充
（
新
築
は
除
く
）

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
下

水
道
の
接
続
工
事
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
助
成
金
が
最
大
35
万
円

（
①
+
③
+
④
の
場
合
）
に
増
額

さ
れ
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

　

平
成
23
年
度
に
供
用
開
始
し
て

い
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

今
年
度
が
助
成
金
交
付
対
象
の
最

終
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
助
成

制
度
を
活
用
の
う
え
、
下
水
道
へ

の
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課

（
☎
22

－

１
７
９
６
）
へ

平
成
25
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　

市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と

し
て
指
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
、「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

証
」
を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈫　

午
後
１
時

40
分
～
３
時
40
分

場
所　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
２
階

第
４
会
議
室

申
込
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
30
日

㈪
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

・
下
水
道
課
（
第
１
仮
庁
舎
分
室

１
階
）

・
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

・
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

 

〒

７
７
０

－

０
９
３
９　

徳
島
市
か

ち
ど
き
橋
１
丁
目
41
番　

㈶
徳
島

県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８

８

－

６
２
５

－

３
９
９
１
）
へ９月10日は

「下水道の日」

凡　　　　　　　例

平成23年４月１日　供用開始

平成24年４月１日　供用開始

平成24年７月１日／12月１日／12月10日

平成25年４月１日　供用開始

平成25年８月１日　供用開始

公共下水道事業区域

阿南市公共下水道　打樋川処理区
第１期計画区域（富岡地区）　80.8ha

平成25年８月１日　供用開始

工
事
は
、
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
ご
依

頼
く
だ
さ
い
。
指
定

工
事
店
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
下
水

道
課
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て

助
成
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

連
載
㉔

〜
下
水
道
〜

■普及促進助成金制度
区　　　　　　分 助　成　金

① 供用開始日からの期間
１年以内→20万円
２年以内→15万円
３年以内→10万円

② くみ取り便所 ３年以内→５万円
③ 敷地の状況 ３年以内→５万円

④ 浄化槽の廃止（複数の
浄化槽は１基分のみ）

単独浄化槽 ３年以内→５万円
合併浄化槽 ３年以内→10万円

※工事費用が①②③の合計額に満たない場合は、その額を
　助成金額（千円未満切捨て）とします。

■平成24年度　富岡町の下水道接続状況（累計）

0.0
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75.0
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150.0

3 月2 月1月12 月11 月10 月9月8月7月6月5月4月

200

250

300

350

件
　
　数

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

Ｈ24供用開始
Ｈ23供用開始H24年度の接続率は

約 53％でした。

阿南市役所

富岡西高校

Ｊ
Ｒ
阿
南
駅

モ
ン
ゴ
ル
野
球
交
流
体
験
記

阿
南
市
野
球
指
導
者　

大
和 

利
弥 

さ
ん　
（
領
家
町
）

　

草
の
根
の
国
際
交
流
と
い
う
こ
と
で
、

岩
浅
市
長
を
団
長
に
21
人
の
訪
問
団
で
関

西
国
際
空
港
か
ら
北
京
経
由
で
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
の
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
に

向
か
っ
た
。
機
内
か
ら
見
下
ろ
す
大
地
は
、

広
漠
た
る
ゴ
ビ
砂
漠
と
大
海
の
よ
う
な
草

原
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
大
陸

の
広
さ
を
実
感
し
な
が
ら
モ
ン
ゴ
ル
で
の

交
流
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
心
の
中
で

想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
。
空
港
で
は
、

モ
ン
ゴ
ル
野
球
連
盟
の
理
事
長
さ
ん
と
通

訳
の
ツ
ォ
ロ
モ
ン
さ
ん
の
歓
迎
を
受
け
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
の
姿
形
は
日
本
人
と
よ
く
似

て
い
て
、
と
て
も
親
近
感
を
感
じ
た
。
空

港
か
ら
市
街
地
ま
で
の
道
で
は
、
広
々
と

し
た
草
原
と
牛
や
羊
、
馬
の
放
牧
も
見
ら

れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
建
設
中
の
建
物
や
道

路
の
舗
装
整
備
が
目
立
っ
て
い
て
、
ま
さ

に
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
中
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
街
の
様
子
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く

よ
う
に
感
じ
た
。

　

朝
の
気
温
は
15
度
前
後
で
、
そ
の
日
も

す
が
す
が
し
い
気
候
だ
っ
た
。
バ
ス
で
国

立
野
球
場
に
向
か
う
と
、
約
１
０
０
人
の

モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち
が
整
列
を
し
、

横
断
幕
を
広
げ
て
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
野

球
教
室
は
、
元
気
の
い
い
挨
拶
で
始
ま
っ

た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
体
操
の
時
も
覇
気
の

あ
る
掛
け
声
で
あ
っ
た
。
少
年
選
手
た
ち

は
大
学
生
や
上
級
生
の
指
示
に
従
い
、
規

範
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
練
習
に
参
加

し
て
い
た
。
ま
ず
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
か

ら
、
グ
ロ
ー
ブ
と
ボ
ー
ル
を
持
つ
と
モ
ン

ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち
は
さ
ら
に
や
る
気
が

高
ま
っ
て
い
た
。
投
げ
方
や
捕
球
の
仕
方

等
、
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
に
は
と
て
も
意

欲
的
に
反
応
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
㈱
ア

ス
リ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
元
阪
急
ブ
レ
ー

ブ
ス
の
大
熊
さ
ん
と
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
西
崎
さ
ん
が
駆
け
付
け
て
く
れ

て
野
球
教
室
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
練
習
の
間
に
横
綱
白
鵬
関
も

駆
け
付
け
て
「
野
球
を
通
し
て
心
と
体
を

鍛
え
、
こ
の
中
か
ら
１
人
で
も
日
本
の
プ

ロ
野
球
選
手
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。」
と
、
力
強
い
エ
ー
ル
を
モ

ン
ゴ
ル
の
少
年
た
ち
に
送
っ
て
く
れ
た
。

　

そ
の
夜
の
懇
親
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の

交
流
関
係
者
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
日
本
か
ら
の
留
学
生
は
冬
の
寒
さ

の
厳
し
い
こ
と
、
映
画
に
出
演
し
た
オ
ト

ゴ
さ
ん
は
も
っ
と
交
流
を
深
め
た
い
な
ど

…
。
ま
た
、
次
の
日
の
大
使
館
訪
問
で
は
、

清
水
大
使
か
ら
「
今
ま
で
数
々
の
支
援
を

し
て
き
た
が
、
見
返
り
の
な
い
支
援
は
し

て
は
い
け
な
い
。
最
後
の
仕
事
に
医
科
大

学
の
設
立
を
考
え
て
い
る
。」
と
い
う
夢

の
あ
る
言
葉
を
聞
い
て
、
こ
の
交
流
に
参

加
し
た
意
義
を
感
じ
た
。

　
「
風
が
吹
き
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
が
笑

っ
て
い
る
」。
モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
の
詩

で
あ
る
。
い
か
に
も
の
ど
か
で
お
お
ら
か

な
気
分
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
未
来
の
希
望
に
満
ち
た
国
モ
ン
ゴ
ル

に
、
こ
れ
か
ら
も
関
心
を
持
っ
て
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
。

⑻
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